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花田 慎
まこと
さん

（荒田一丁目）

川久保 優
ゆ
佳
か
さん

（喜入前之浜町）

丸山 勲
いさお
さん

（加治屋町）

（右）上田 瑞紀さん（高麗町）
（左）追

おい
鳥
どり
 綾乃さん（草牟田町）

重久 清隆さん
（桜島白浜町）

西
にし
加
か
 伸宏さん(春山町)

永尾 竜一さん
（郡山岳町）

境田 有
ゆう
華
か
さん

（吉田小学校）
藤崎 雄

ゆうだい
大さん

（桜峰小学校）
郡山 恵梨さん
（生見小学校）

常盤 笠
りゅう
一
いちろう
郎さん

（東昌小学校）
末吉 陽

ひ
菜
な
さん

（花尾小学校）
飛
とびなが
永 恭

きょう
志
し
郎
ろう
さん

（平川小学校）

右から　磯田 匡
ただし
さん・勇樹くん

　　　　陽
ひ
菜
な
乃
の
ちゃん・奉

とも
子
こ
さん

　　　　（新栄町）

皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

 

今
後
の
鹿
児
島
市
、
ど
ん
な

 

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
？

　
節
目
の
年
を
迎
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
鹿
児
島
市
。
今
後
の
鹿
児

島
市
が
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
広
報
課 

216
・
１
１
３
３
】

　
平
成
26
年
11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
「
鹿
児
島
市
制
１
２
５
周
年
・
新

生
鹿
児
島
市
10
周
年
記
念
式
典
」
に
お
い
て
、
各
地
域
の
小
学
４
年
生

（
10
歳
）の
子
ど
も
た
ち
が
、
未
来
に
向
か
っ
て
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
人
々
の
心
・
ま
ち
・
み
ど
り
が
豊
か
な
鹿
児
島
市
の
未
来
に
向
け
て
、

　
私
た
ち
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
「
人
・
ま
ち
・
み
ど
り
　
み
ん
な
で
創
る〝
豊
か
さ
〞

実
感
都
市
・
か
ご
し
ま
」
を
目
指
す
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

次
の
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

一
、 

市
民
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
共
に

助
け
合
い
、「
私
た
ち
市
民
が
主
役
の
鹿
児
島
市
」
を

目
指
し
ま
す
。

一
、 

も
の
を
大
切
に
し
て
、
ご
み
を
減
ら
し
、
雄
大
な
桜
島

や
錦
江
湾
、
清
ら
か
な
川
や
森
な
ど
鹿
児
島
の
自
然
が

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
で
あ
る
よ
う
に
、「
水
と
緑
が
輝

く
、
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
鹿
児
島
市
」
を
目
指
し
ま

す
。

一
、 

豊
か
な
自
然
、
時
代
を
動
か
し
た
偉
人
た
ち
の
歴
史
、

南
九
州
を
代
表
す
る
お
は
ら
祭
や
、
地
域
に
伝
わ
る
踊

り
な
ど
の
文
化
、
そ
し
て
新
鮮
な
海
の
幸
や
山
の
幸
と

い
っ
た
様
々
な
魅
力
を
活
か
し
、「
人
が
行
き
交
う
、

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
鹿
児
島
市
」
を
目
指
し
ま

す
。

一
、 

子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
と
元
気
に
育
ち
、
お
年
寄
り

や
障
害
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
市
民
が
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
災
害
や
犯
罪
・
事
故
か
ら
市

民
の
大
切
な
命
や
財
産
が
守
ら
れ
て
、「
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
、安
全
で
安
心
な
鹿
児
島
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

一
、 

未
来
に
向
け
て
「
学
ぶ
」
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
な
体
を
つ
く
り
、
文
化
芸
術

を
楽
し
む
機
会
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
と
心
の
豊
か

さ
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
育
む
こ
と
の

で
き
る
、「
学
ぶ
喜
び
が
広
が
る
、
誇
り
あ
る
鹿
児
島

市
」
を
目
指
し
ま
す
。

一
、 

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
生
活
が
も
っ

と
快
適
で
、
自
動
車
、
電
車
、
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
な
ど

を
使
っ
て
市
内
の
ど
こ
に
で
も
行
け
る
よ
う
な
、「
市

民
生
活
を
支
え
る
、機
能
性
の
高
い
快
適
な
鹿
児
島
市
」

を
目
指
し
ま
す
。

（左）本房 博
ひろおみ
臣さん

（右）　　 貴子さん （千日町）（右）藤井 ヒサ子さん（小野町）
（左）岩塚 とも子さん（新屋敷町）
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吉田ミツ江 氏
（鹿児島市女性団
体連合会会長）

豊永義夫 氏
（元 鹿児島市
　　 消防団長） 中村晋也 氏

●市政相談（市政に関する要望･意見な
ど）　

　 市民相談センター216-1205
　（FAX216-1144）と各支所

●一般相談（相続･離婚･金銭貸借など）
　市民相談センターと各支所（東桜島
支所を除く）

　８時30分～12時、13時～17時15分（市
民相談センターのみ市民相談員対応
９時～12時、13時～16時）

●法律相談（予約制）　
　市民相談センターと谷山支所
　事前に面談による一般相談を受け
て、法律相談が必要な人が対象

●交通事故相談、暴力団排除相談、
　雇用相談　
　市民相談センター　
　９時～12時、13時～15時45分

　関係書類の配布や税制改正の説明を行
います。給与の担当者は必ずご出席くだ
さい。
期　日 時　間

11
月

17 月 13時30分～15時30分
18 火

９時30分～11時30分
13時30分～15時30分

19 水
20 木
21 金

◇会場へは公共交通機関のご利用を
◇詳しくは市民税課216-1176、鹿児島税
務署255-8111へ

◇内　容　 税の作品表彰式・税金クイズ
など

◇日　時　11月16日（日）10時30分～16時
◇場　所　天文館ぴらもーるアーケード
◇詳しくは鹿児島法人会239-3655へ

◇ 内　容　民事調停委員
･家事調停委員が、交通
事故による損害賠償、
金銭貸借などの民事上
の悩みごとや、婚姻･離
婚･相続など家族間のもめごとなどの
調停手続きに関する相談に応じます
◇日　時　11月18日（火）10時30分～15時
◇場　所　山形屋１号館７階
【鹿児島調停協会連合会 （代）222-7121】

◇ 内　容　鹿児島ライオンズクラブ所属
の医師、弁護士、税理士、建築士、行
政書士などが、健康相談から人生相談
まで幅広く悩みごとの相談に応じます
◇日　時　11月９日（日）10時～16時
　　　　　※予約優先
◇場　所　山形屋１号館７階
【鹿児島ライオンズクラブ 222-6024】

※土地・建物の調査・測量に関する相談を除く
【サンサンコールかごしま 099-808-3333】

●各種相談
期　日 相談名 場　所 時　間

11
月

10 月 人　権 郡山支所 10時～15時
12 水 花と緑 市民相談センター

13時～16時税務・登記 谷山支所
13 木 税務・登記 市民相談センター

人　権 吉野支所
14 金 人　権 喜入支所 10時～15時
18 火 人　権 谷山支所 13時～16時

19 水
人　権 吉田福祉センター 10時～15時
不動産鑑定 市民相談センター

13時～16時
税務･登記※ 吉野支所

20 木 建　築 市民相談センター
税務･登記 伊敷支所21 金 人　権

25 火 年　金 谷山支所 10時～16時
26 水 人　権 松元支所 10時～15時
27 木

人　権 桜島支所
登記※ 桜島支所

13時～16時
認知症介護

市民相談センター12
月
3 水 行政関係申請手続き
4 木 人　権

市 民 相 談
 （相談は無料）

所得税の年末調整･給与支払報告書
提出事務説明会（中央公民館）

ザ･タックスフェスタ２０１４

無料調停相談会

無料よろず相談会

中
村
晋
也
氏
を
名
誉
市
民
に
決
定
！

鹿
児
島
市
民
表
彰
は
豊
永
義
夫
氏
と
吉
田
ミ
ツ
江
氏
に

11
月
11
日
〜
17
日
は｢

税
を
考
え
る
週
間｣

【
市
民
税
課 

216
・
１
１
７
１
】

薩
英
文
化
祭
　
11
月
15
日（
土
）10
時
〜
16
時（
中
央
公
園
）

桜
島･

錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト（
参
加
無
料
）

　
日
本
彫
刻
界
を
代
表
す
る
作
家
で
、
文
化
勲
章
受

章
者
の
中
村
晋
也
氏
に
、
本
市
で
４
人
目
と
な
る
鹿

児
島
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
市
勢
の
発
展
に
尽
力
す
る

な
ど
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
な
市
民
な
ど
を
称
え
る

｢

鹿
児
島
市
民
表
彰｣

を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
第

１
回
の
受
賞
者
に
豊
永
義
夫
氏
と
吉
田
ミ
ツ
江
氏
を

決
定
し
ま
し
た
。

（
授
与
式･

表
彰
式
…
11
月
１
日
の
鹿
児
島
市
制
１
２

５
周
年・新
生
鹿
児
島
市
10
周
年
記
念
式
典
で
実
施
）

【
秘
書
課
216
・
１
１
２
２（
名
誉
市
民
）、

総
務
課
216
・
１
１
２
５（
市
民
表
彰
）】

　

税
は
私
た
ち
の
生
活
す
る
地

域
を
よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
社

会
に
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
財
源
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
な
ど
で
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
税
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

◇ 

市
政
運
営
の
貴
重
な
財
源

〝
市
税
〞の
内
訳
は
図
１

◇ 

市
民
１
人
あ
た
り
約
14
万
円

の
市
税
の
使
い
み
ち
は
図
２

　
薩
摩
と
英
国
と
の
交
流
の
歴
史
を
学
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
文

化
、
風
習
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

•
吹
奏
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
・
雑
貨
ブ
ー
ス

•
開
成
所
な
ど
の
歴
史
解
説
パ
ネ
ル
や
花
の
展
示

•
英
国
ス
ポ
ー
ツ
の
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ス
や
英
国
の
遊
び
体
験

• 

原
口
泉
氏（
県
立
図
書
館
長･

志
學
館
大
学
教
授
）に
よ
る
特

別
講
演（
演
題
：（
薩
摩
）開
成
所
と
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
）

【
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課 

216
・
１
３
４
４
】

①
１
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
内　

容　
井
口
正
人
氏（
日
本
火
山
学

会
会
長
）に
よ
る
講
演
や
ジ
オ
ツ
ア
ー

（
火
山
観
測
施
設
見
学
な
ど
）

◇
日　

時　
11
月
16
日（
日
）10
時
〜
16
時

◇
場　

所　
レ
イ
ン
ボ
ー
桜
島
な
ど

◇
定　

員　
１
２
０
人
程
度

◇
詳
し
く
は
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ

②
気
軽
に
学
ぼ
う
！
ジ
オ
講
座

◇
内　

容　
松
尾
千
歳
氏（
尚
古
集

成
館
副
館
長
）に
よ
る
講
演（
演

題:

火
山
と
生
き
た
薩
摩
の
人
々
）

◇
日　

時　

 

11
月
20
日（
木
）19
時
〜

21
時

◇
場　

所　
ソ
ー
ホ
ー
か
ご
し
ま

◇
定　

員　
40
人
程
度

【
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先（
①
・
②
共
通
）】

　

 

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
11
月

13
日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
245
・
０
１
０
０（
フ
ァ
ク
ス

245
・
０
１
０
１
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

sakurajim
a.gr.jp

）へ

個人市民税
275億円
(32.5%）

法人市民税
80億円
(9.5%）

固定資産税
350億円
(41.4%）

平成26年度
予算市税収入
846億円

市たばこ税
41億円
(4.8%）

軽自動車税
11億円
(1.3%）

事業所税・入湯税
20億円
(2.4%）

都市計画税
69億円
(8.1%）

福祉の
充実

（4万8500円）

市債の
償還

（2万4200円）

道路・公園
などの整備
（1万4500円）

教育・文化
の振興

（1万4500円）

市役所･
市議会の運営
（1万7200円）

環境対策・
保健衛生

（1万1100円）

消防・
救急活動
（4900円）

商工業・観光
の振興
（3300円）

農林水産業
の振興
（1800円）

※平成26年度一般会計当初予算の各費目
　に対する一般財源の割合により算出

【市税の使いみち】 図２

図１


